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 Ⅰ.東京都公立大学法人について                               

 

東京都公立大学法人は、２大学１高専を運営している法人です。 

 

 

 

 

 

 Ⅱ.財務レポートの目的について                                    

 

「東京都公立大学法人 財務レポート」は２大学１高専を支えていただく関係者の皆様に対して、 

法人の財務状況、運営状況を分かりやすくお伝えすることを目的としております。 

 

  

幅広い学問分野の7学部、大学院７研究科を擁し、多彩な

基礎研究から応用研究までをカバーする公立の総合大学で

す。

国内外の産業をリードする高度専門職人材の養成を目的と

した専門職学位課程1専攻3コースで構成される公立の

大学院大学です。

首都東京の産業振興や課題解決に貢献するものづくりスペ

シャリストの育成を使命とした高等専門学校です。本科と専

攻科で構成されています。

学          学 
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 Ⅲ.2024 年度 主要トピックス                                     

 

 

 〈都立大〉国際化の新しい取組                                            

都立大では、社会のグローバル化、大学教育の国際化、学生の英語力向上に対応することなどを理念とし、卒 に必要な全

ての単位を英語で履修できる「英語課程」を、2015年度に理学部生命科学科において開始し、2024年度からは留学生や帰

国子女 を対象に「英語課程」への秋 学ができる仕組みを導 するなど、これまで国際化の取組を進めてきました。 

今後、さらなる国際化の取組の一環として、既存の各学科への「英語学位プログラム」の導 と、「国際系新学部」の設置に

向けた準備を進めていくこととしました。「英語学位プログラム」は、英語のみで履修し学位を取得するプログラムであり、幅広い専

門分野において、高度な語学力と深い専門知識を有する人材を育成すべく、2027 年度に都市環境学部の 4 学科で導 し、

他の学部・学科へ順次拡大予定です。また、国際系新学部は、国際社会で活躍する基盤となる幅広い教養、豊かな発想力、

高度な語学力を身に けたグローバル人材を育成することを目的として、2028 年度の開設を目指します。 

 〈都立大〉システムデザイン学部を再編し情報分野の教育 制を強化                       

高度情報化社会の進展を踏まえ、充実した体制のもと情報分野の教育を展開するため、2025 年度から、システムデザイン

学部において情報科学科の学生定員を増やすなどの学科再編を行うこととしました。 

2024 年度は、文部科学省への手続 を行うとともに、大学説明会などにおいて学科再編の内容や新たに実施する情報Ⅰ・

Ⅱ利用 試の周知を行いま

した。募集人員を増やした情

報科学科は、再編後初の 

学試験においても、昨年度ま

でに引き続き高い水準の志

願倍率で出願者を得ることが

できました。 

 

 〈産技大〉 多 な人材が学ぶことができる教育の展開                                 

産技大の提案  「東京都立産 技術大学

院大学 次世代の産 技術界を牽引するDXリー

ダーの AIIT 型養成プログラム」が、文部科学省の 

2024 年度「大学・高専機能強化支援  （支

援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能

強化に係る支援）」に選定されました。 

この 成  を活用し、現在の３コースの学

びに産 技術界の次世代に対応するための新分

野（情報アクセラレーター、デジタル価値共創、DX

サステナビリティ）を加えます。さらに、2025 年度か

ら 学定員を15名増員し、新たなDX リーダー養

成に適した教育プログラムを提供します。 

 

１.教育の充実に向けた取組 

【▲  イメージ】 【▼新分野概要】 

【学科の再編▶】 
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 Ⅲ.2024 年度 主要トピックス                                     

 

 〈産技高専〉課外  における学 の 躍                                        

教員 による専門的指導や施設・設備の提供などの積極的な支援の下、高専の実践的技術教育を活かした様々なコンテス

トや競技会 へ課外活動として参加しました。 

全国高 専門学校ディープラーニングコンテスト（DCON）2024において、AI を活用した詐欺電話対策プロダクトで最優秀

賞 賞、U-22 プログラミング・コンテスト 2024 において、ぽんぽん手芸パターンを作成するソフトで経済産 大臣賞（総合）

 賞、アイデア対決・全国高 専門学校ロボットコンテスト（高専ロボコン）全国大会において特別賞 賞などの大きな成 を

上げました。これらの実績は、学生の成長機会の創出とともに学校のプレゼンス向上に 与しました。 

 

 

 〈産技高専〉「副業先 」による実践的教育の実                                     

荒川キャンパスにおける実践的技術者育成の一環として、第１学年の、毎週１コマ（90分間）の For S-L（セルフラーニン

グ）と呼ばれる課外  の時間を活用し、一般企 での豊富な実務経験や、実 に役立つ専門知識を持つ現役エンジニアを

「副 先生」としてお招きし、講義を行っていただきました。 

荒川キャンパスの４コース（情報通信工学コース、ロボット工学コース、航空宇宙工学コース、医療福祉工学コース）に関連

した分野の副 先生による講義により、学生は最新技術や 界の動向を学ぶことができました。 講者アンケートの評価も高く、

今後も継続していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.教育の充実に向けた取組 

【▲全国高 専門学校ディープラーニングコンテスト（DCON）2024】 

【▲副 先生による講義風景】 

【▲U-22 プログラミング・コンテスト 2024  賞作品 

「PomPomPattern-ぽんぽん設計図ジェネレーター-」】 
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Ⅲ.2024 年度 主要トピックス 

〈都立大〉オープンサイエンス推進に関する取組 

文部科学省の「オープンアクセス加速化  」に採択され、次の  を実施しました。 

・電子ジャーナル転換契約によるオープンアクセス論文出版 用の支援

・学内啓発活動の一環として「オープンアクセス推進セミナー」を実施

・貴重資 をデジタル化した都立大図書館デジタルアーカイブの公開

・機関リポジトリ登録支援システムの構築

これにより、都立大におけるオープンサイエンス推進の礎を築くとともに、オープンアクセス論文の

増加の一 となったことで研究成 のビジビリティ向上に 与しました。 

〈産技大〉研究成果の社会 の発信、自治 との連携等 

東京都 主催「産  流展」において東京都立産 技術研究センターと

連携し、産技大教員と都立大教員の協働研究成 を発表しました。また、

大田区「おおた研究・開発フェア」において研究成 発表や参加者との意見

 換を行ったほか、品川区「品川子育てメッセ」へ出展し公園内トイレ利用に

関する実態調 を行うなど、研究成 の発表や自治体との連携 を通して

産技大の知見の社会への発信・還元を行いました。 

〈産技高専〉共同研究及び共同プロジェクトの実  

都立大人間健康科学研究科及び台東区立台東病院と共同で医工連携教育・研究プロジェクトを実施し、プロジェクトの成

 を第 34回日本保健科学学会学術集会にて発表しました。同会においては大学高専連携研究の成 に関する発表が口頭

発表部門で優秀賞を 賞するなど、高く評価されました。 

また、都立大及び産技大と連携して実施している「大学・高専連携  基 」  の「第四期共同研究～専攻科Co-

Labo.」において、都

立大と８件の共同

研究を行い、2025

年度の採択研究４

件が決まりました。 

【品川子育てメッセ 2024 の様子▶】 

2.研究の充実、東京都等との連携に向けた取組

【オープンアクセス推進セミナーポスター▲】 

【◀都立大図書館デジタルアーカイブ】 

【▲医工連携共同研究プログラムによる「困りごと解決」の提案例】 【第 34 回日本保健科学学会学術集会の様子▲】 
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 Ⅲ.2024 年度 主要トピックス                                     

 

 〈都立大〉アントレプレナーシップ教育の推進に関する取組                               

失敗を恐れず課題にチャレンジしていく起 家的な精神と資質・

能力を携えた人材を育成するため、単位取得可能な全学共通科

目として「アントレプレナーシップ 門」を新たに開講しました。また、

全学生を対象に、都立大初の学内ビジネスアイデアコンテストを含む

一連のプログラム「TMU EntreBloom Program」を開催し、意欲

ある学生の発表の場をつくるとともに、学内外に都立大のアントレプ

レナーシップ教育の取組を紹介しました。 

 

 〈産技大〉AIIT フォーラムによる開かれた学びの提供                                      

AIIT フォーラムにおいて、産技大の専門分野である「ICT 分野」、

「ものづくり・デザイン分野」、「起 ・新規  創出・  承継分野」

の最新トピックスを踏まえ６件の新規テーマを設定し、産技大教員の

ほか専門家を講師とした開かれた学びの場を提供しました。また、開

催方法をオンデマンド配信とすることにより、社会人や遠隔地の方の継

続的な学修に貢献することができました。終了後アンケートでは参加

者の 7割以上から「満足」、「本学の教育・研究内容に関心がある」と

回答を得ることができました。 

 〈法人運営〉働き方改革の推進                                               

「東京都公立大学法人第２期働き方改革推進計画」を策定し、2024 年度はその

初年度となりました。働き方改革推進に向けて、休暇制度の見直し（長期勤続休暇、

採用時年休 与日数の見直し）、Microsoft 365 Copilot の試験導  を実施しま

した。また、幅広い職層や部署の職員が参加するワークセッションを実施し、テレワークの

活用、働きやすい職場 について、グループごとに意見 換を行いました。  

 

 〈法人運営〉寄附金制度の見直し                                                       

   制度の更なる充実を図るため、  先の 

 や使途を明確にした新たなメニューを設定しました。

従来８個だったメニューを 34 個に増加させ、支援先を

より具体的に指定してご  をいただけるよう、見直し

を行いました。 

（クレジットカードで毎月又は毎年決まった額をご     ご  のお申込はこちら 

いただくことも可能です。）  

 

3.法人運営、社会との価値共創に向けた取組 

【TMU EntreBloom Program の様子▶】 

【AIIT フォーラム オンデマンド配信▶】 

【ワークセッションの様子▶】 

【▲新たな  メニューの例】

▲】 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/kifu/
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 Ⅳ.財務諸表の概要                                      

 1.貸借対照表の概要                                                                                                                           

貸借対照表とは？ 

  年度末日において「何を保有しているか」という観点から表しているものです。「資産の部」、「負債の部」、「純資産の部」の３つ

の部で構成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

流 比率:短期的な 払能力 

流動資産／流動負債＝58.7% 

（2023年度:81.1％） 

⇒流動比率が100％を下回っておりますが、これは、2024年度から

2025年度に継続する工 が多いことにより、東京都からの施設   

 である預り施設 （流動負債）が多くなっているためです。預り施設

 は、工 完了時に現 （流動資産）の流出を伴うことなく資本剰

余 に振り替えられるものであり、支払財源の確保に支障はありません。 

 

自己資本比率:返済義務のない資本の割合 

純資産の合計／資産の合計＝90.0% 

（2023年度:93.3％） 

【貸借対照表の財務指標】 
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 1.貸借対照表の概要 【主な増減要因等】                                                 

 

 

資産の部 

資産とは？ 

法人が所有する財産や権利のことで、それによりサービス提供能力（教育・研究の実施能力）または将来の経済的便益

が期待されるものをいいます。具体的には、土地、建物、工具器具備品、有価証券、現  です。 

有形固定資産 1,456.4 億円（＋1.0 億円） 

空調設備工  による建設仮勘定の増の一方、減価償却が進むなどにより、1.0 億円の増となっています。 

 

流動資産 83.3 億円（＋9.6 億円） 

  債券の償還による有価証券の減や、施設    の未収 の増などにより、9.6 億円の増となっています。 

 

※（  ）内は対前年度増△減額です。 
 

 

 

負債の部 

負債とは？ 

 払、返済等の現在の義務であって、その履行が法人に対して、将来、サービスの提供能力（教育・研究の実施能

力）または経済的便益の減少を生じさせるものをいいます。具体的には、未払 、預り 、前   です。 

流動負債 142.0 億円（＋51.2 億円） 

施設整備計画による 2025 年度継続工 の増のため、預り施設 が増加したこと により、51.2 億円の増となっています。  

※（  ）内は対前年度増△減額です。 

 

 

 

 

純資産の部 

純資産とは？ 

法人の 務を確実に実施するために拠出された財産的基礎及びその 務に関連し発生した剰余金です。 

資本剰余  △255.8 億円（△23.4 億円） 

固定資産の減価償却のため 23.4 億円の減となっています。 

利益剰余  198.7 億円（△16.7 億円） 

給与改定による支出増 による目的積立 取崩 により、16.7 億円の減となっています。 

※（  ）内は対前年度増△減額です。 
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 2.損益計算書の概要                                                                 

損益計算書とは？ 

1 年間に発生した教育・研究に るすべての 用とすべての 益を表しているものです。法人の運営状況を明らかにします。 

 

【損益計算書の財務指標】 

 

 

 【セグメント（2大学 1高専）別（百万円）】 

  

【指標の算定式】 

教育経 比率＝教育経 ／ 務  

研究経 比率＝研究経 ／ 務  

人件 比率＝人件 ／ 務  

一般管理 比率＝一般管理 ／ 務  
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2.損益計算書の概要 【主な増減要因等】

経常 用 

 用とは？ 

 用とは、法人の教育・研究の実 等、業務の実 により、資産の減少又は負債の増加（又はその組合せ）をもたら

す経済的便益の減少をいいます。具体的には消耗品 、物品 、人件   銭の支出を伴うものと、減価償却 のよう

に 銭の支出を伴わないものがあります。 

教育経 68.8 億円（＋12.2 億円） 

学生 に行われる教育に要する経 です。 

   無償化 による奨学 の増により、12.2 億円の増となっております。 

研究経 40.6 億円（＋8.3 億円） 

大学各学部・高専や研究科 における研究に要する経 で、研究環境の整備に要する経 も含まれます。 

修繕 が増加したこと により、8.3 億円の増となっています。 

教育研究支援経 20.3 億円（△1.6 億円） 

図書館の運営 の大学・高専全体の教育研究の支援に要する経 です。 

委  や賃借 の減により、1.6 億円の減となっています。 

人件  155.8 億円（＋9.7 億円） 

給与改定 により、9.7 億円の増となっています。 

※（  ）内は対前年度増△減額です。 

経常 益 

 益とは？ 

収益とは、法人の教育・研究の実 等、業務の実 により、資産の増加又は負債の減少（又はその組合せ）をもたら

す経済的便益の増加をいいます。具体的には運営    収益、   収益などがあり、教育・研究などの 務運営を

行う上で発生した 用をどのような財源で賄っているかを示しています。 

運営    収益 221.5 億円（＋23.1 億円） 

施設 収益 7.9 億円（△4.6 億円） 

  研究  収益 24.1 億円（+2.5 億円） 

※（  ）内は対前年度増△減額です。 
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 3.キャッシュ・フロー計算書の概要                                      

キャッシュ・フロー計算書とは？ 

１年間の資 （キャッシュ）の流れ（フロー）を、活動別に表示したものです。貸借対照表や損益計算書からは読み取れない、実

際の資金の流れを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常 務の実施によって出 りする

資 の動きを表したもの。 

固定資産、有価証券の取得及び償

還による資 の動きを表したもの。 

資 の調達及び返済 に関する活

動の収支を表したもの。 

      

      

     

     

     

     

     

                  

  務活動によるキャッシュ・フロー

  資活動によるキャッシュ・フロー

 財務活動によるキャッシュ・フロー

資 期末 高

キャッシュ・フローの か年推移
      



11 

 

 4.利益の処分に関する書類の概要                                                                         

 利益の処分に関する書類とは？ 

当期に発生した利益の処分について明らかにするものです。経営努力により利益が発生した場合、東京都知 の認定を けた 

額については、翌  年度に繰り越し、教育研究、組織運営の取組 に使用することができます。 

 
 

 5.決算報告書の概要                                               

 決算報告書とは？ 

東京都の会計基準である現金主義により、公立大学法人の 1会計期間における予算と決算を対比し、法人の運営状況を報告

するものです。発生主義で作成される損益計算書とは数値が一致しません。 

 

  

【主な増減要因 】 

 

現金主義と発 主義の違い 

現金主義は、現 の出 りのみを計上する え方です。 

発 主義は、現 の出 りではなく、経済上の 実・原因が発生したときに計上する え方です。 

●運営    収  

2024 年度から開始した都民に対する   無償化 により、運営  

  が前年度比 23.1 億円の増となっております。 

●自己収  

   無償化により   収 が 16.2 億円の減、南大沢キャンパス 8

号館における火災保険 の収 が 16.9 億円の減 により、前年度比

32.9 億円の減となりました。 

● 務  

人件 の 6.0 億円の増 により、前年度比 14.0 億円の増となりました。 

●施設整備  

  空調設備工  により、前年度比 13.9 億円の増となっています。 

●外部資 研究   

    研究 の増 により、前年度比 3.0 億円の増となりました。 
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 Ⅴ.財務諸表等の経年推移                                           
●貸借対照表（資産の部） 

 

 

 

  

（単位：百万円） 
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 Ⅴ.財務諸表等の経年推移                                          

●貸借対照表（負債の部・純資産の部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）  
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 V.財務諸表等の経年推移                                           

●損益計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円） 
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 V.財務諸表等の経年推移                                           

●キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 
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 V.財務諸表等の経年推移                                           

●決算報告書（決算額） 

 

 

 

 

 

・本レポートの本文中に記載した 額は、各単位未満を切り捨てて表示しているため、合計が一致しないことがあります。 

・東京都公立大学法人の財務諸表 に関する情報はホームページでもご覧いただけます。 

本法人ホームページ（https://www.houjin-tmu.ac.jp）「法人案内」＞「財務情報など」をご覧ください。 

（単位：百万円） 



東京都公立大学法人の魅力を発信しています！  

公式HP 

二次元コードをクリック・タップすると 

各コンテンツを表示できます 

YouTube 

２大学１高専チャンネル 

公式HP Ｘ YouTube 

公式HP Ｘ YouTube Instagram 

公式HP Ｘ YouTube Facebook Instagram 

https://www.instagram.com/aiit.official/
https://aiit.ac.jp/
https://www.youtube.com/channel/UCKIyPVgJNBEwnDw2LIz42kg
https://twitter.com/aiit4u
https://www.metro-cit.ac.jp/
https://www.youtube.com/user/TMCITPR
https://twitter.com/SangikosenTmcit
https://www.houjin-tmu.ac.jp/
https://www.youtube.com/channel/UC186ctpJTF4SO0ohh4hfHNQ
https://www.facebook.com/aiit.ac.jp
https://www.instagram.com/tmcit_official/
https://www.tmu.ac.jp/
https://www.youtube.com/user/TMUPR
https://twitter.com/TMU_PR
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